
数学科学習指導案 

授業者  藤原大樹 

 （お茶の水女子大学附属中学校） 

 

１ 日時    令和 3年 11月 22日（月） 

 

２ 学級    お茶の水女子大学附属中学校 1年梅組 31名 

 

３ 単元    「図形の移動」 

 

４ 教材観 

本単元の最後に位置付けた本教材「Myマスキングテープを作ろう！」は，小石沢勝之教諭の 2時間扱いの

授業を一人一台端末の環境下で行ったものである。小石沢実践では，複数の帯模様を図形の移動の観点から分

類する活動（1.5h）と手がきにより帯模様を創作する活動（0.5h）を「平面図形」単元の最後に位置付けてい

る。一方，本時と次時では，複数の帯模様を図形の移動の観点からとらえ直す活動（0.5h）を小石沢実践より

も短縮して位置付け，その後，Googleスライドを用いて創作する活動につなげていく（1.5h）。また，小石沢

実践と同様に，デザインした帯模様を図形の移動の視点で振り返り，どのように作ったのかを表現する機会を

設け，数学科としての資質・能力の育成を図る。なお，生徒の創作は，シール用紙（B判）に授業者が後日印

刷をして，自身の好きなところに貼るなど，成果物を真に生活へ活用することを目的として行う。 

本時の準備としては，デザインする枠や記入欄，記名欄などを設けたワークシート形式のスライド（左下の

図は授業者提示用の例）を一人一枚準備しておき，教師が事前に作成したイラスト（右下の図）やGoogleス

ライド上の図形を使って，生徒が効率的に帯模様をデザインできるようにする。手がきの創作と比べると，端

末で自由に検索することができてしまうため，単位図形を何にするかについて悩んだり活動が進まなかったり

する生徒も予想されるので，活動の目的意識が散逸しないように注意したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお，次時は創作の続きを行う。本時で，図形の移動を使ってデザインすることの意味がよくわかっていな

い生徒がいた場合には，移動する前と後の図形の両方をデザインに含め入れることなどを，次時の冒頭に全体

で改めて確認するようにする。 

 

５ 本時の目標 

図形の移動を意識して帯模様をデザインしたり，デザインを図形の移動の視点で振り返って表現したり

することができる。 

 



６ 本時の展開 

教師の発問と生徒の学習活動 指導上の留意点など 

１．伝統模様とその構成に目を向ける。 

T 和柄などの模様な，単位図形とその回転移動によって

構成されていることをパワーポイントで紹介する。 

S「松本先生の授業で『麻の葉模様』はやった。」 

S「１つの模様でも単位図形の捉え方は多様にあるね。」 

T「今日は何すると思う？」 S「模様を作る…！？」 

 

・生徒との口頭でのやりとりを重視し，ひき

つけるようにする。 

２．問題を理解し，見通しを立てる。 

T「そう。マスキングテープを作ってもらいます。」 

S「おぉ！」 

S「作れるの？」 

S「どうやって作るんですか？」 

T「スライド上で1人1枚作ります。４種類以内（基本）の

図形の移動を活用して帯模様を今日と次回で作ります。

完成したらシール用紙に印刷します。」 

S「それならできそう！」 

S「好きな所に貼りたい！」 

 

・イラストや効率的な操作方法を例示する。 

・先行的に実施した隣のクラスの生徒から，

活動について聞いて知っている可能性もあ

る。 

 

 

３．自立的／協働的に創作する。 

S 必要に応じて周囲に助けを求めつつ進めている。 

 

 

 

 

S 単位図形にこだわり，スライド作成が進んでいない。 

 

 

・夢中で創作している中では，図形の移動に

意識が向かない可能性もある。何を単位図

形として，どのように何移動をしようとし

ているのかを見取り，その点に気付くよう

にそれぞれのデザインのよさを褒める。 

・単位図形にこだわり過ぎないように助言す

る。 

４．創作途中のデザインを「図形の移動」で捉え直す。 

T「『何をどのように何移動したか』の欄を記入しましょ

う。その上で，端末上で学習班の人に読み合います。的

確に表現できているでしょうか。」 

S「雪だるまを，雪だるまの左手を回転の中心として時計回

りに90°回転移動して，それを繰り返しました。また，…

。」 

S「別の捉え方もあるよ。雪だるま，ツリー，雪（2つ）を

単位図形と捉えて６マス分平行移動，とか。」 

S「このデザインは，図形の移動の前後が表現できていない

よ。」 

 

・途中段階でも，創作の続きは次時に進めら

れるので，一旦やめて，欄を記入させる。 

 

・ 

 

・ 

 

 

・他の人の作品を見てそれぞれのよさを味わ

うとともに，気付いたことがあれば助言す

るようにさせる。 

 

 

 

７ 本時の冒頭で示すスライド 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８ 先行実施したクラスの生徒が創作した作品例 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 


